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研究成果の概要（和文）： 
全ての作物の保存に適応できる保存庫の開発研究を行なった。作物の保存のポイントは作物が
放出するエチレンガスの除去である。新たな試みとして，高分子材にＵＶを照射してＯＨラジ
カルを生成した。このＯＨラジカルを純エチレンガス 300ppm に作用させたところ，70 分で
145ppm 減少した。 
研究成果の概要（英文）： 
The development research of the storage which could adapt to the saving of all crops was 
carried out. The point of the saving of the crop is the removal of ethylene gas in which the 
crop is released. As a new trial in order to always form OH radical, OH radical was formed 
by irradiating the polymer with UV. 145ppm was decreased in 70 minutes, when this OH 
radical worked at pure ethylene gas 300ppm.      
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１．研究開始当初の背景 
今日のような不安定な気候において，生産

量の増減に依らず年間を通して生鮮な果物や

野菜を安定に供給することは，消費者が生活

を維持するために極めて重要な問題であり，

社会的な要求の一つと考えられる。このため

には，大量の食物の新鮮さを長期間保持でき

る大型保存庫の開発が必要である。この保存

庫は食物自身が排出する熟成作用のあるエチ

レンガスの除去や空気殺菌ができ，省エネル

ギ－型で 2 次公害を生じない装置を搭載して

いなければならない。このような装置の開発

は生産者と消費者の関係をスムーズにするこ

とができる。 

本研究室では，この問題の解決方法として，
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方法を開発した。この装置で，バナナ，リン

ゴ，メロン等において，エチレンの除去に良

い結果[バナナ(エチレンの減少の割合：10 

ppm/5min)，リンゴ(15 ppm/300min)，メロン

(4 ppm/20min)](電気学会論文

D126(2006)pp.1015-1020)を得て，装置の実

用化ができた。しかし，この装置のエチレン

除去方法は，OH ラジカルを生成するために

酢酸エステルが必要であり，保存する食物に

制限（エチレンとともに酢酸エステルを放出

する食物）がある。 

そこで，本研究室では，全ての種類の食物

に対して，エチレンの除去および空気殺菌の

できる少エネルギー型装置（酢酸エステルを

必要としない）の開発を目的として次のよう

な方法で研究を進めた。 

開発中のエチレンの改質および空気殺菌

装置の概要 

1.従来の水分を含ませた布の代わりに高分

子材（ポリウレタンスポンジ）を用い，こ

れに紫外線を照射し，高分子材から O，H

を解離して，ＯＨラジカルを高分子材の表

面上に生成する。 

2.OH ラジカルの生成点にエチレンや菌を通

し，OH ラジカルにエチレンや菌を接触さ

せる（OH ラジカルの寿命が短い(約 1/106 

sec) ので，生成点にエチレンや菌を通過

させる）。 

3.OH ラジカルとエチレンの化学反応でエチ

レンを改質する。 

4.OH ラジカルの強い酸化力で空気殺菌を行

う。 

 
２．研究の目的 

本研究は，全ての作物を対称とした発生エ

チレンの除去および空気殺菌をＯＨラジカ

ルで行う少エネルギー型装置（過去に開発し

た電界を用いたエチレン除去装置は酢酸エ

ステルを必要としたために保存対称物に制

限があった）の開発を目的とした研究である。 

期間内の研究 

1.食物が発生するエステルに関係なく，独立

にＯＨラジカルが生成できる装置の開発

を行なう。 

2.実験用保存庫（実用庫の 1/120 の容積）を

用いてエチレンの除去効果を調べる。 

3.実用庫に適応の可能性を検討する。 

 

期間内に明らかにする点 

1.高分子材の表面上に紫外線を照射するこ

とで，面上にＯＨラジカルを生成し，そ

の面にエチレン成分や菌を含んだ空気を

通過させることで，気体の改質及び殺菌

をする新たな装置を開発し，実験用保存

庫に設置し，エチレン純ガスの改質除去

の効果を明らかにするとともに，浮遊多

電極を用いた場合との効果の比較を行う。 

2.殺菌の性能（生菌の減少量/消費電力）に

ついて浮遊多電極を用いた場合との比較

を行う。 

3.大学の外部（民間企業）に設置してある実

用保存庫に大型化した気体改質及び殺菌

装置を設置し，エチレンの改質除去およ

び殺菌の性能を明らかにする。菌の様子

は顕微鏡（購入希望）を用いて即座に明

確にする。 

4.念のために，保存庫内に危険なガス（水

素，オゾン）が発生するかどうか 購入

希望の測定器で明確にする。 
 
３．研究の方法 
ＯＨラジカルの生成法として，これまで用

いてきた湿布綿の代わりに高分子材を用い

て，同じＵＶを照射して，ＯＨラジカルの生

成を行った。変えた理由は，1.湿布綿は乾燥

して燃焼する可能性がある.また，水分が必

要である等から実用的でない。2.高分子材は

化学構造にＯ，Ｈ成分が含まれている等であ

る。 

ＯＨ生成法は，1.この高分子材にＵＶを照

射し，Ｏ，Ｈをそれぞれ高分子材から解離

する。2.解離したＯ，ＨでＯＨラジカルを

生成する方法である。あるいは，ＯＨ成分

を直接解離してＯＨラジカルを生成する

方法である。 

20 年度 

1.実用保存庫（6.48m3）の 1/120 の容積の

実験用保存庫（図 1）を製作する。            



図 1. 実験用保存庫 

 

2.図に示すようなシステムを構築してエ

チレンの改質除去および殺菌の実験の

準備及び測定器等を発注する。  

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
図 2. 実験システム 
 
研究分担 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3. 役割 

図 3 に研究についての役割を示す。 
21 年度 
1.高分子材にＵＶを照射して，ＯＨラジカル
を生成する装置を作成（図 4）する。UV 管：

KL-100-G9(発光波長 254[nm]) 

 

図 4. ＯＨラジカル生成装置 

ＯＨ発生装置の写真を図 5 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5. 実物の写真 

 

2.ＯＨラジカル生成装置を実験用保存庫に

設置し，保存庫エチレン純ガスを注入し，

エチレンの除去効果を調べる。  

22 年度 
1.以上のデータを基に，装置の実用化の可

能性（浮遊多電極を用いた場合との比較

を行う。資料：電気学会論文誌

D126(2006)pp.1015-1020）） 

2.報告書作成          
 
４．研究成果 
実験 1.  
作成した密閉型実験用保存庫（54 リットル）
内に純エチレンガスを 300[ppm]になるまで
注入し、 UV管とスポンジまでの距離を 2[mm]、
5[mm]、10[mm]と変化させ、それぞれ UV 照射
のエチレン濃度の時間的変化を測定する。 
図 6に実験結果 1を示す。 
エチレンガスの減少の割合はＵＶ管と高分
子材の距離に依存し，ＵＶ管とスポンジとの
間隔 d=2mm では，ＵＶ照射が無い場合（自然 
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図 6. 実験結果 1 
 
減少：70 分で 50ppm）に比べ，70 分で 145ppm
減少した。 
 
実験 2. 
ＵＶをスポンジに長時間照射した場合のス
ポンジ表面の変化の様子を図 7に示す。 
 

 
UV 照射なし    UV 照射 10 時間 
図 7. スポンジ表面の様子 
 
この変色は高分子材にＵＶを長時間照射す
ることにより，化学構造変化が生じ，変色（黄
色）したことを示している。 

以上から，全ての作物（果物，穀物）に適
応できる簡単・軽量で省エネルギー型の気体
改質除去およびＯＨラジカルによる酸化殺
菌が可能な装置が開発できた。 

これらの効果は以前に開発した浮遊多電
極を用いた除去効率とほぼ同程度の値であ
り，食物の種類に制限が無いことより，さら
に実用的となり，軽量・省エネルギー型であ
ることで，大型長期保存庫や移動用保存庫へ
搭載ができるので，広分野での作物の保存用
として使用できることが示された。     
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